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◇京都女子学園における食育活動 附小 ラ ンチ
　昨年の活動報告書第1号 にも記載したが、栄養クリニックでは、京都女子学園内における食
育活動も行っている。平成18年度から小大連携で取り組んできた京都女子大学附属小学校のラ




　 附小 ラ ンチ と学校食育(食 に関す る指導)の 平成21年 度全体計画 につ いて、附小(翁 長教頭、
多川教諭、 岡坂養護教諭他)と 、栄養 ク リニ ック指導教員(中 山)及 び学生 ボラ ンテ ィア リー
ダー(姜 、 地主)に よ り、 附小 の教育 目標、 健康教 育 の 目標、児童 の実態 を基 に平成21年 度
「附小 にお ける食 の指導 に係 る全体計画」 を作成 した。
　 附小 ラ ンチの食育 目標 は、 「望 ま しい食習慣 を身 に付 け、 自分 の健康 に配慮 した食生活 が出
来 る子 の育 成」 であ り、 文部科学省 が掲 げる6つ の食育 目標 を網羅 しなが ら、 「食 を選択 す る
能力」 を最重点課題 として、 ランチを生 きた教材 として、楽 しく会食 し、栄養 のバ ラ ンス、 い
のち ・食べ物へ の感謝、京 の食文化、京野菜、 マナー、役割分担 な どにつ いて学べ るよ う工夫
してい る。
　平成21年 度 は4年 目に入 り、子 どもの食育 として さま ざまなエ ビデ ンス も出てきて いる 「早
寝早 起 き朝 ごはん」 とバ ラ ンスの良 い食事 と して 「日本型 食事」 を 中心 に食育 目標 とテーマ
(表1)を 決 めて、献 立作成及 び食育 の実施 を行 った。
　毎 回の ランチタイムでの食育 の際 に、献立 に使用 され る食品の三色食 品群 につ いてクイズ形
式 で指導 を してい るが、今年 度 は地場 産物 紹介用の ボー ド(京 都府、京都市、全 国版)(図1)
を作成 し、三色食 品群 の働 きと食 品 に加 えて、 日本型食事(主 食、主菜、副菜)に つ いて、更
な る 「食を選択 す る能力」 の育成 に努め るように した。
　表2に 平成21年 度 の第1期 か ら第V期 までの食育 のテ ーマ、献立、 ラ ンチや媒体 の写真等 を
まとめた。 附小 ラ ンチ開始当時 は、野菜や魚料理の ときは残菜が極 めて多か ったが、年 々 「完
食」 を 目指す児童 が多 くな り、残 菜量 が減少 して いる。
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表1　 平成21年 度京都女子大学 附属小学校　食 に関す る指導 の全体計画(抜 粋)
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振 り返 ろ う一"
〈心身の健康〉
*〈食育の視点〉とは:食 に関する指導の手引(文部科学省)に おいて、示された食育の6つ の目標:
　　　　　　　　　　 ①食事の重要性、②心身の健康、③食品を選択する能力、④食文化、⑤社
　　　　　　　　　　 会性、⑥感謝の心。
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小松菜 と じゃこの ソテー添 え
万願寺 とうがらしのごまサラダ
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しらす干 し ・ひ じき
枝豆 ・キ ャベ ツ ・コー ン ・しいた け ・
ごぽ う ・切干大根 ・パ プ リカ ・玉葱
万願寺 とうが らし ・人参 ・葉ね ぎ ・ぶ





米 ・里芋 ・白玉 だん ご ・ゆであず き
鶏肉 ・豚 肉 ・油揚 げ ・豆乳 ・豆腐
しらす干 し
しめ じ ・まいたけ ・れん こん ・玉葱 ・
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好 き嫌 いせず、色 々な ものを食べ る。
三色食品群について学ぶ。主食 ・主菜 ・副
菜の揃 った日本型食事の良さについて学ぶ。




































フ ル ー ツ ゼ リ ー 、 い ち ご
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米 ・もち米 ・赤米 ・片栗粉
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ご ・もも ・パイナ ップル ・みかん
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アスパ ラ ・金時人参
金時人参 ・かぶ(京 都市南区上鳥羽





































学生 ボ ランテ ィアの指導
　栄養 ク リニ ック指導教員 は学生 ボ ラ ンテ ィア
への指導 も行 ってい る。学生 リーダーを中心 と
して、 ボラ ンテ ィアの募集 ・割 り当て、 食育 の
指導 案 と媒体作成 の指導 を行 い、 リー ダー は毎
回、 ボラ ンテ ィア学生 への指導 ・助言等 を行い、
食育 の指導(京 野菜、三色分 け、早 寝早起 き朝
ごはん、地産地 消、楽 しく食べ るな ど)が 徹底
され るように指導体制 を整 えて いる。
　 ラ ンチタイムには、 適温配 膳を考 慮 し、3名
の ボラ ンティアが食事(主 食、汁物)を 盛 りつ
け、食前、食後 に食育 を実施 して いる。 ラ ンチ
に行かな い児童が残 ってい る附小教室 にお いて
も、2名 の ボ ラ ンテ ィアが食育 を行 って い る
(表2に 媒体 を記載 してい る)。
　献立作成、媒体作成、附小 ラ ンチタイム及 び
附小教室で のボラ ンテ ィアをす る学生 は、年間
延べ300人 以上 であ る。
　年度初 めにボラ ンテ ィアの説明会 を開催 し、
ボラ ンテ ィア希望理 由な どにつ いてア ンケー ト
を とって いるが、食物栄養学科 だけでな く、小
学校教諭 ・幼稚園教諭等 を 目指す教育学科 や他
〈学生 ボラ ンテ ィアによ る食育1>
〈学生 ボラ ンテ ィアによる食育2>
学科の学生 もボラ ンテ ィア として参加す るようにな って来てい る。今年度は、初 めてボランティ
アに参加 す る者が増 え、 「食育」 とい う言葉 も附小 ラ ンチか ら知 った とい う学生 が多 く、4年
目とな り、 附小 ラ ンチが学 園内で学生 に も認知 され、浸透 してきている様子 が窺え る。 ボラン
テ ィアを通 じて、教諭 と栄養教諭 の連携 による食 に関す る指導 のあ り方、児童 との コ ミュニケー
シ ョン、 「食」 に関す る知識 を学ぶ ことに期待 して いる学生 が多 く、 附小 ラ ンチでの取 り組み
と食育 や児童 との コ ミュニ ケー ヨンな ど、実践力 向上 に期 待 して参加 している学生が多 いよう
であ る。
　食物栄養学科 では、栄養教諭等(平 成21年 度 は7名 採 用)や 幼稚 園 ・保育 園の管理栄養士 と
して採用 され る者 が増 えてきてお り、 附小 ランチでの教育 成果が確実 に出てきてい ると思われ
る。
保護者 への食育 とア ンケー トの実施
　今年度 も、 食育 の 日(6月19日)に1年 生 の保護者48名 を対象 に、A地 下 食堂特別室 にて試
食会 を開催 した。 栄養 ク リニ ック指導教員(中 山)の 説明 の後、学生 ボラ ンテ ィア によ る食育
一24一
も行 い、保護者の方 に子 ど もと同様 に附小 ラ ン
チを体験 して いただいた。
　昨年度 は2月 に開催 した お弁当講座が大変好
評で、平成21年 度 は もっと早 い時期 にとい う要
望 によ り、10月19日 に、附属小学校育友会 の主
催で、第2回 お弁 当講座 を開催 した。栄養 ク リ
ニ ック指導教員(中 山)に よる食育講演 と指導
員(樹 山)に よるお弁 当の調理実習が開催 され
た。 ここで も学生 ボラ ンテ ィア18名 が テーブル
スタ ッフ として参加 した。
　 また今年度 は、 附小保護者全員 にア ンケー ト
にご協力 いただいた。
　 附小 ラ ンチに期待す る こととして、栄養バ ラ
ンスの良 さが約80%、 地場産物 の利用 ・季節 の
旬 の食材 の利用 が約70%で あ った。 附小 ランチ
の食育 テーマや献立 のポイ ン ト、使用食材等 に
つ いては、 附小 で作成 した 「附小 ラ ンチ タイム
通信」 によ り保護者 へ連絡 していただいてい る
が、 よ く読 んでい るが約80%で あ った。 また、
各期 の附小 ランチが終 了す ると、献立立案 の学
〈保護者試食会〉
〈京野菜の食育媒体〉
生 が作成 した レシピを配布 してい るが、 レシピを参考 に家 で よ く作 るが約60%い た。保護 者試
食会 は平成19年 度 よ り開催 してい るが、参加 した ことがあ る者 は約30%、 参加 したか ったが都
合 が悪 か ったは、約60%で あ った。 また、 昨年度 よ り開催 してい る、育友会主催 「食育 を考 え
た弁 当作 り」 に参加 した ことが あるは約13%、 参加 したか ったが都合が悪か ったが約60%で あ っ
た。以上 の結 果 よ り、 附小 ラ ンチ に大変 関心 が高 く、期待 してい る保護者 が多 い ことが窺え た。
　 これ らのア ンケー ト結 果は、保護者 のみな らず学生 ボランテ ィアに もフィー ドバ ックし、次
年度以 降 もさ らに学園内の食育 の普及啓 発及 び、学生の実践教育 に努 めたい と考 えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (中山玲子)
〈育友会主催　第2回 お弁 当講座>
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